
                                                                                  （Ａ３判横） 令和８年度 学校自己評価システムシート （ 県立浦和西高等学校 ） 

目 指 す 学 校 像 自主自立の精神を生かして、国際社会に貢献できる人材を育成し、地域に信頼される進学校       
※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        
達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 確かで高度な学力を確立し、第一志望を実現する質の高い授業の実践 

２ 地域に信頼され貢献できる生徒の育成（信頼される人間力の育成） 

３ たくましく健やかな心身の育成  

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   出席者 学校関係者      名 

    生徒          名 

    事務局(教職員)    名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
        （書面審査及び意見書の提出による） 

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （ ２ 月 １ 日 現 在 ）  実施日  令和  年  月    日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 
次年度への課題

と改善策 
 学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

 「確かで高度な学力の確立」の

指標となる大学合格実績は、令和

７年度卒業生も近年の高水準を

堅持している。（国公立・早慶上

理・GMARCH 375名）） 

教員が生徒を尊重しつつ、献身的

に指導を行い、生徒は自主自立の

精神をもって、高い志を掲げ、全

力で努力する。本校の躍進が続い

ている。 

 課題は、55分授業が実施２年目

となり、引き続きの効果検証と、

ICT を活用した授業改善を進め、

より質の高い授業実践を進める

ことである。 

 

 高い志を持って目標を設定し、

「確かで高度な学力」を身に付

け、最後まで諦めることなく第一

志望実現に挑む生徒を育成する。 

 

１「確かで高度な学力」の育成、第一志望の実現 

①進学校12校を対象とした県教育委員会事業「オンライン連携

講座事業指定校」を活用した学習指導・進路指導の推進 

②大学入学共通テストをはじめとする新制度入試の動向把握と

生徒への情報提供、学習指導への反映 

③進路相談や個人面談等による個に応じたきめ細やかな進路指

導の実践 

①②③学校評価アンケートによる進

路指導の状況調査 

 サマーセミナー等の学習指導・進路

指導プログラムへの参加生徒数 

 

 

 

 

 

 

 

 「確かで高度な学力」を身に付

けさせる質の高い授業づくりを

推進するとともに、生徒一人一人

の進路希望に対応した多彩で効

果的な学習機会を提供する。 

２ 質の高い授業の実践 

①生徒による授業評価アンケートの実施（年２回）、シラバス 

 を活用した授業改善 

②一人一台タブレット、ＩＣＴを活用した学習指導の充実と活

用方法の研究、検証 

③生徒の主体的、探究的な学びを創出するため、総合的な探究

の時間の充実を図る 

④教科内研究協議、校内授業相互見学、外部講座等による授業

改善 

⑤観点別評価を活用した学習指導の充実 

⑥55分授を効果的に活用した授業計画の構築及び指導内容の充

実を図る 

⑦DXハイスクール事業を活用し、先端技術活用による探究学習

を推進する 

①授業満足度の向上（昨年度91.3％） 

②一人一台タブレット、ＩＣＴを活用

した指導の拡大・向上の状況 

③総合的な探究の時間の実施状況 

④⑤⑥授業力向上研修の拡大・向上の

状況 

⑦先端技術を活用した授業の状況 

 

 

２ 

学校ＨＰを中心に多様なメデ

ィアを活用するとともに、対面で

の情報提供にも積極的に取り組

み、開かれた学校づくりを推進し

ている、本校に対する地域の信頼

が高まっている。 

創立100周年を見据え、歴史と

伝統を受け継ぎながらも、新しい

視点を取り入れ、保護者・地域と

の交流をさらに充実させること

が課題である。 

学校ＨＰ等のさらなる充実を

図り、学校の教育活動の魅力を積

極的に発信し、開かれた学校づく

りを一層推進することにより、地 

域・県民との信頼関係をより強

固なものにしていく。 

１ 本校の特色、教育活動の状況、生徒の活動の発信 

①情報発信の中心である学校HPの充実  

②保護者アンケ―ト、学級懇談会の実施  

③学校説明会の効果的な実施、部活動見学会等の開催  

④中学校や学習塾が実施する高校説明会への参加 

①ＨＰの構成、コンテンツの改善・充 

 実の状況 

②保護者アンケ―ト結果の状況 

③④高校入試の志願倍率の状況 

 

 

 

 

 

 

歴史と伝統ある西高の一員と

して、地域との交流や社会貢献活

動に取り組むことができる生徒

を育成する。 

２ 地域との交流活動・社会貢献活動の実施 

①ＰＴＡ・後援会と連携した事業の推進 

②斜面林友の会と連携した斜面林保全活動の推進 

③生徒会主催クリーンアップ作戦（地域清掃）等社会貢献活動、

ボランティア活動への参加促進 

④コミュニティ・スクールを活用した学校運営 

①②③地域交流活動、社会貢献活動の 

 実施の状況 

④コミュニティ・スクールの導入によ

る地域連携の状況 

 

 

３ 

 全校生徒が授業や部活動、生徒

会活動に積極的に参加し、学習

面・生活面でしっかり自己管理し

ながら取り組んでいる。自ら考

え、課題を発見し、その課題を解

決する力（西高力）を伸長させた。 

 課題は、遅刻者数の増加、交通

マナーへの対応である。また、生

徒の海外派遣や留学生との交流

などグローバル（国際理解）教育

は、引き続き充実を図る。  

 学習面・生活面で自己を管理

し、授業や学校行事，生徒会活動、

部活動に積極的に参加すること

で、「西高力」(自ら考え、課題

を発見し、その課題を解決する

力）を育成する。 

 

１ 自己管理能力の育成 

①朝学習・家庭学習の奨励、学習支援ツールの活用による支援 

②部活動・生徒会活動・学校行事の充実 

③自己管理能力の育成 

 生徒指導部による交通マナー指導、遅刻防止指導の徹底 

 生徒会主催のＵＮマナーアップ作戦（交通マナー遵守）の実 

 施 

  

①授業以外の自主的学習時間の増加  

②部活動加入率の維持・向上（昨年度 

 102.9％)   

  生徒会活動･学校行事の実施状況、 

 執行部参加生徒数の増加 

③年間遅刻者数減少、交通マナーの遵 

 守の状況 

 

 

 

。 

 

 

 地域や国際社会に貢献、活躍す

るリーダーを育成する教育を充

実させる。 

２ グローバル（国際理解）教育の着実な実施  

①オーストラリア交流、研修事業の実施  

②留学生の受入、海外派遣事業への参加 

①オーストラリア交流、研修の事業の  

 実施の状況 

②留学生の受入、海外派遣事業への   

 応募の状況 

 

 

 


